
 
 
 
 

『タオルを出す訓練』ではありません！ 

発災時の避難行動と安否確認の訓練です。 
訓練の詳細は裏面を参照ししっかり行動してください。 

 
 
 
 
 
 

【訓練参加にあたっての注意事項】 

➀当日体温が平熱以上の場合は参加しない 

 ※不参加でも手順 1、2（裏面参照）とタオル又は消火器は出す 

②マスクを必ず着用し会話は控える 

③密接にならないようブロック内安否確認 

 ※感染症対策のためタオル等が出ていなくてもチャイムは鳴らさない 

④帰宅後すぐに石鹸で手洗い 
 
関ヶ谷自治会会長 影山 俊朗 防災担当役員 中野 弘子 防災部長：池本 雄次 
※本件に関する問い合わせは班長又は地区長へ。 

開 催 日

・住 民⇒訓練に参加し安否確認を班長と共に行う 

・班 長⇒居住者数把握とブロック内の安否・被害状況確認を班員と行う 

・地区長⇒班長からの安否・被害状況確認し対策本部に報告する 



安否確認訓練―我が家の防災行動確認（2021 年９月訓練実施） 
安否確認訓練は「タオルを出す」ための訓練ではありません。以下の手順１・２が発災時に出来るようにするための訓練

です。訓練開始の９時（横浜市内のどこかで震度５強以上の地震が発生したと想定）になりましたら手順１―➀から順を

追って真剣に丁寧に進めてください。※震度５強以上の地震が発生すると自治会は対策本部を開設します。また、西金沢学園地域防災拠点（避難所）も開設することになってます。 

手順 住民・班長・地区長の行動 行動確認（□内に✓する） 反省 

訓
練
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ら
終
了
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手
順
１ 

➀避難路（玄関ドア・ガラス戸等を開ける）を確保する □確保した  

➁電気ブレーカのメインスイッチを「切る（真似でも良い）」 □切った  

➂屋内外の被害状況確認と家電コンセントを抜く（一か所で OK） □確認した □抜いた  

手
順
２ 

➀安否確認サイン「タオル・消火器」を玄関前に出す □タオル・消火器出した  

➁急ぎ班長さん宅（又は指定場所）に集合する □   分後に班長宅到着  

➂班長は集合者全員の被害状況を聞き取りＡ用紙に記入する □安否・被害報告した  

➃集合者全員で非集合者の安否・被害状況確認する □安否確認サイン確認  

➄班員は自宅に戻りタオル等を片付ける（手順３へ） □タオル等を元に戻す  

⑥-1 班長はＡ用紙に結果を記入し一時避難場所（又は指定場所）に行く 

 -2 Ａ用紙を地区長に渡し自宅に戻る（手順３へ） 

 -3 地区長はＢ用紙に転記し対策本部（自治会館か西金沢学

園）へ行きＢ用紙を渡し報告後自宅に戻る（手順３へ） 

  ・１～９地区は西金沢学園、10～27地区は自治会館 

□班長はＡ用紙 

□班長用防災引き継ぎ袋点検 
 

□地区長はＢ用紙 

□地区長用防災引き継ぎ袋点検 
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手
順
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➀非常用（避難用）持ち出し袋内の点検をする □点検した  

➁避難者カードＡ（避難所入所用紙）の有無確認（記入確認も） □確認し旧用紙と入れ替えた  

➂防災グッズ及び非常食・飲料等の備蓄点検をする □点検した  

➃期限切れグッズ・食料等を更新する □更新した  

➄その他グッズの見直しや補充する □見直しした  

【今回の訓練を振り返って家族で話し合ってください】 

注１．手順１の詳細は「発災時の避難行動（2018 年 12 月配布）」を参照してください。 注２．手順１－➁は、パソコンなどは訓練前までに電源を切っておくこと。感震ブレーカを設置している場合は作動確認を

してください。 注３．手順３―➁は今回の訓練前に配布（以前配布分は破棄） 注４．手順３－③は「防災グッズを備えよう（2018 年 12 月配布）」及び 2019 年版会員名簿 14 ページを使ってください。 


